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おおさか支局
〒530-8251（住所不要）

毎日新聞社会部おおさか支局

ＴＥＬ0663468443

ＦＡＸ0663468444

メールは ＠

読者の皆さんの取り上げてほしいテー

マなど、お寄せください。

【購読お申し込み】
フリーダイヤル0120-468012
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大
阪
信
愛
学
院
高
１
年

小
林
千
泰
さ
ん

高
校
の
部

特

選

莢莢莢莢

莢莢莢莢

代
々
、
藩
の
家
老
を
務

め
た
名
門
の
家
柄
に
育
っ

た
廉
太
郎
は
、
琴
を
た
し

な
む
姉
の
影
響
を
受
け
音

楽
に
興
味
を
持
っ
て
い
き

ま
し
た
。
当
時
は
、
音
楽

な
ど
教
育
で
は
な
く
芸
の

一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る

時
代
で
あ
り
、
ま
た
家
老

を
務
め
政
府
の
右
腕
と
し

て
活
躍
し
た
父
吉
弘
に

は
、
音
楽
の
道
に
進
む
こ

と
を
素
直
に
受
け
入
れ
て

も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
姉

の
病
死
を
機
に
音
楽
へ
の

関
心
は
ど
ん
ど
ん
高
ま

り
、
従
兄
の
大
吉
や
、
母

正
子
の
力
添
え
に
よ
り
東

京
音
楽
学
校
へ
の
進
学
の

道
が
開
け
た
こ
と
は
と
て

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。大

吉
宅
に
下
宿
さ
せ
て

も
ら
い
な
が
ら
学
生
生
活

を
過
ご
す
あ
る
日
、
バ
イ

オ
リ
ン
が
奏
で
る
「
Ｇ
線

上
の
ア
リ
ア
」
に
誘
わ
れ

て
神
社
境
内
へ
歩
き
進
ん

で
行
く
廉
太
郎
は
、
牡
丹

の
よ
う
に
咲
き
誇
る
少
女

の
幸
田
幸
の
姿
を
目
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
後
、
「
ピ
ア
ノ
と
バ
イ

オ
リ
ン
の
た
め
の
ソ
ナ

タ
」
を
重
奏
し
た
こ
と
を

切
っ
掛
け
に
、
幸
と
は
音

楽
に
対
す
る
意
識
と
技
術

を
競
う
仲
と
な
り
、
節
目

あ
る
毎
に
重
奏
の
機
会
を

得
な
が
ら
、
特
別
な
存
在

へ
と
気
持
ち
が
移
り
変
わ

っ
て
い
く
様
子
は
と
て
も

よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
又
、
糸
重
や
小
山
、

島
崎
ほ
か
西
洋
音
楽
を
明

治
日
本
に
根
付
か
せ
よ
う

と
尽
力
さ
れ
る
講
師
に
師

事
し
て
学
び
、
更
に
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
幸
田
延
や

ケ
ー
ベ
ル
師
と
の
出
会
い

は
、
廉
太
郎
の
音
楽
に
対

す
る
熱
意
に
拍
車
を
か
け

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。一

度
だ
け
延
の
課
外
講

義
で
、
男
女
が
テ
ニ
ス
を

一
緒
に
楽
し
む
と
い
う
音

楽
か
ら
離
れ
た
場
面
が
出

て
き
ま
す
が
、
そ
こ
で
「
お

正
月
」
や
「
鳩
ぽ
っ
ぽ
」

の
作
詞
を
担
当
し
た
東
く

め
と
の
出
会
い
も
果
た
し

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が

後
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
か
た

わ
ら
、
作
曲
へ
と
音
楽
の

幅
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
世
の
中
も
西
洋
音
楽
の

影
響
を
受
け
、
日
本
の
音

楽
史
に
於
け
る
大
き
な
変

化
が
生
ま
れ
て
き
て
、
芸

と
言
わ
れ
た
音
楽
が
教
育

に
組
み
込
ま
れ
よ
う
と
す

る
動
き
と
重
な
り
、
廉
太

郎
に
と
っ
て
は
明
治
文
明

開
化
の
波
に
乗
る
こ
と
で

真
の
音
楽
家
へ
の
道
を
切

り
開
い
て
い
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
延
の
紹
介
に

よ
り
ケ
ー
ベ
ル
師
の
弟
子

と
な
り
、
幸
と
の
仲
間
と

し
て
の
関
係
も
深
め
な
が

ら
音
楽
に
携
わ
っ
て
い
く

姿
は
、
若
者
の
夢
に
向
か

っ
て
突
き
進
ん
で
い
く
力

強
さ
が
生
き
生
き
と
表
現

さ
れ
、
そ
の
前
向
き
な
姿

勢
は
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

今
、
私
は
丁
度
、
廉
太

郎
が
夢
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
っ
た
の
と
同
じ
年
頃

を
迎
え
て
お
り
、
ま
だ
将

来
の
夢
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
音
楽
に
は
と
て
も

興
味
が
あ
り
ま
す
。
廉
太

郎
が
ケ
ー
ベ
ル
師
の
前
で

披
露
し
た
「
月
光
」
は
、

三
才
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い

続
け
て
い
る
私
も
弾
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
「
有
名
な
人
の
曲
を
弾

き
た
い
。
」
と
い
う
思
い

で
ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
き

て
、
楽
曲
が
醸
し
出
し
て

い
る
情
景
な
ど
想
像
し
た

こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
技
術
的
に
そ
ん

な
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。闇
の
中
を
連
想
し
、

そ
の
中
に
浮
か
び
上
が
る

月
の
光
や
静
寂
な
雰
囲
気

を
ピ
ア
ノ
の
音
で
表
現
す

る
彼
の
様
子
か
ら
は
、
若

く
し
て
天
才
と
呼
ば
れ
た

高
い
技
術
も
窺
え
ま
し

た
。
又
、
小
さ
い
頃
は
年

末
を
迎
え
る
度
に
「
お
正

月
」
を
歌
っ
て
燥
い
で
お

り
ま
し
た
し
、
音
楽
の
授

業
で
は
「
荒
城
の
月
」
や

「
花
」
な
ど
を
歌
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
中
学
か

ら
続
け
る
吹
奏
楽
部
で
音

楽
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
廉
太
郎
の

ピ
ア
ノ
曲
に
は
触
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ

の
本
を
読
み
終
え
て
初
め

て
聴
い
て
み
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
二
十
四
年
に

満
た
な
い
短
き
生
涯
の
最

後
の
ピ
ア
ノ
曲
と
な
っ
た

「
憾
」
は
題
名
の
通
り
、

残
り
少
な
い
命
の
時
間
の

中
で
、
非
情
な
現
実
を
受

け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
哀
し
み
と
迫
っ
て
く
る

死
を
憾
み
、
三
分
と
い
う

短
い
作
品
に
自
身
の
短
い

命
を
重
ね
な
が
ら
表
現
し

て
い
る
よ
う
で
、
深
い
悲

壮
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。も

し
長
い
人
生
を
歩
ん

で
い
た
と
し
た
ら
、
後
世

に
名
を
残
す
幸
や
く
め
、

ほ
か
た
く
さ
ん
の
音
楽
家

仲
間
と
共
に
、
名
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
作
曲
家
と
し
て
よ

り
大
き
な
功
績
が
期
待
で

き
た
天
才
音
楽
家
と
し

て
、
世
界
に
名
を
刻
ん
で

い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
代
に
於
い
て
、
私
た
ち

の
頭
で
考
え
心
に
受
け
る

廉
太
郎
の
才
能
と
音
楽

は
、
幼
稚
園
唱
歌
や
合
唱

曲
を
作
っ
た
人
と
い
う
人

物
像
が
根
付
き
、
短
く
壮

絶
な
人
生
を
送
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
は
、
昔
も
今
も
変

わ
ら
ず
予
期
せ
ぬ
出
来
事

に
人
生
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

大
分
か
ら
上
京
し
、
恵
ま

れ
た
人
脈
に
支
え
ら
れ
、

幸
と
深
ま
り
合
う
絆
を
確

認
し
、
「
こ
れ
か
ら
。
」

と
い
う
岐
路
に
立
つ
と
同

じ
く
、
死
病
と
の
闘
い
が

始
ま
っ
た
人
生
は
無
念
と

い
う
ほ
か
言
葉
が
見
つ
か

ら
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
代
表
と
す

る「
お
正
月
」「
花
」
「
荒

城
の
月
」
の
数
々
の
作
品

は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
愛

さ
れ
親
し
ま
れ
歌
わ
れ
、

音
楽
が
人
と
人
の
心
を
繋

い
で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
「
廉
太
郎
ノ
オ
ト
」
谷

津
矢
車
／
中
央
公
論
新

社
）

本
の
感
動
を
絵
で
表
現

す
る
第

回
大
阪
市
読
書

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
大

阪
市
学
校
図
書
館
協
議

会
、
毎
日
新
聞
社
主
催
）

の
入
賞
作
品
が
決
ま
っ

た
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
計
５
２
４
５
点
の
応
募

が
あ
り
、
優
秀
賞

点
、

優
良
賞

点
が
選
ば
れ

た
。
入
賞
作
品
は
５
日
か

ら

日
ま
で
、
大
阪
市
西

区
の
市
立
中
央
図
書
館
で

展
示
さ
れ
る
。

優
秀
賞
の
作
品
は
第

回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン

ク
ー
ル
（
全
国
学
校
図
書

館
協
議
会
、
毎
日
新
聞
社

な
ど
主
催
）
に
出
品
さ
れ

る
。

【
緒
方
智
雄
】

入
賞
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
数
字
は
学
年
）

◆
優
秀
賞
◆

〈
小
学
校
低
学
年
〉
弘
中

日
史
（
友
渕
１
）
多
賀
谷
夏

月
（
西
船
場
２
）
桑
原
蒼
生

（
墨
江
３
）
原
田
一
樹
（
姫

里
３
）

〈
同
高
学
年
〉
北
庄
司
あ

り
あ
（
桃
陽
４
）
福
地
結
衣

（
深
江
４
）
谷
山
音
羽
（
諏

訪
６
）
松
本
菜
々
華
（
弁
天

６
）

〈
中
学
校
〉
大
野
真
歩

（
三
国
１
）
大
浦
鳳
（
市
岡

２
）
小
國
桃
寿
（
堀
江
２
）

松
本
莞
奈
（
市
岡
２
）

〈
高
校
〉
加
島
一
璃
亜

（
工
芸
１
）
北
口
愛
里
（
同

１
）
矢
倉
妃
菜
子
（
同
１
）

松
本
悠
子
（
桜
宮
１
）

◆
優
良
賞
◆

〈
小
学
校
低
学
年
〉
岩
橋

諒
（
海
老
江
東
１
）
岩
本
思

宇
香
（
大
宮
１
）
西
田
美
和

（
西
船
場
１
）
吉
井
乃
有
（
豊

崎
本
庄
１
）
吉
川
ち
え
り
（
喜

連
北
１
）
麻
生
嶋
玲
奈
（
北

田
辺
２
）
北
庄
司
か
の
ん
（
桃

陽
２
）
中
野
天
晴
（
市
岡
２
）

神
野
由
妃
（
み
ど
り
３
）
杉

山
瑛
太
（
大
淀
３
）
谷
垣
柊

歩
（
堀
江
３
）
村
中
愛
菜
（
常

盤
３
）

〈
同
高
学
年
〉
北
野
月

（
滝
川
４
）
桝
井
愛
加
（
堀

川
４
）
木
村
美
貴
（
同
５
）

三
科
鈴
（
墨
江
４
）
谷
内
篤

仁
（
清
水
丘
５
）
藤
瑞
歩
（
玉

川
５
）
森
下
夏
樹
（
丸
山
５
）

松
村
緑
里
（
同
６
）
五
十
川

凜
音
（
佃
西
６
）
三
森
菜
愛

（
同
６
）
森
川
末
唯
（
南
田

辺
６
）吉
永
美
雪（
中
野
６
）

〈
中
学
校
〉
森
山
葵
（
花

乃
井
１
）
井
海
凜
花
（
同
２
）

山
下
結
子
（
東
１
）
菅
原
優

大
（
歌
島
２
）
永
井
心
優
（
市

岡
２
）
辻
本
星
愛
（
同
３
）

横
田
華
音
（
文
の
里
２
）

〈
高
校
〉
清
水
も
も
（
工

芸
１
）
堀
池
星
那
（
咲
く
や

こ
の
花
１
）
浅
井
心
愛
（
桜

宮
２
）

大
阪
市
読
書
感
想
画
コ
ン

入
賞
作
品
決
ま
る

大阪市立友渕小１年 弘中日史さんの作品 エメラルドのみやこ

(本は オズの魔法使い)

｢
日
本
遺
産

滋
賀
カ
ー
ド
め
ぐ
り
｣
で
配
布
さ
れ
る

カ
ー
ド

｢
彦
根
城
｣

｢
近
江
八
幡
の
水
郷
｣

‖
い
ず
れ
も
滋
賀
県
提
供

わが輩は出世猫である
和歌山電鉄ニタマ 執行役員に昇格

小嶋光信社長（左）から執行役員の

辞令を交付される「ニタマ」

‖和歌山県紀の川市で

ファ・ラマさん 歳
ラオス・カムアン県

〈795〉

◇ラオス
本州ほどの国土に

約700万人が暮らす。
ユニセフ（国連児童
基金)によると2018
年の５歳未満児死亡
率は出生1000人あた
り 人だった。民際
センターは、1987年
設立。ラオスやカン
ボジア、ミャンマー
など東南アジア５カ
国で奨学金給付や学
校建設、教師育成な
ど教育支援に取り組
む。

４
人
き
ょ
う
だ
い
の
末

っ
子
で
す
。
農
業
に
就
く

両
親
の
収
入
だ
け
で
は
家

族
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
料
理
や
掃
除
、
動
物

の
餌
や
り
の
ほ
か
、
学
校

が
終
わ
る
と
魚
用
の
網
を

作
る
父
の
仕
事
を
手
伝
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
生
を

良
く
し
よ
う
と
一
生
懸
命

な
先
生
を
見
て
、
将
来
は

教
員
を
志
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
努
力
を

続
け
る
生
徒
た
ち
へ
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
宮
川
佐
知
子
】

◇

支
援
は
、
公
益
財
団
法

人
民
際
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
中
央
区
、

・
６
４
５

７
・
５
７
８
２
）
へ
。
同

じ
境
遇
の
子
ど
も
を
紹
介

し
ま
す
。
奨
学
金
は
年
間

１
万
４
４
０
０
円
で
、
写

真
付
き
の
報
告
書
が
届
き

ま
す
。

和
歌
山
電
鉄
(
和
歌
山

市
)
は
貴
志
駅
(
和
歌
山
県

紀
の
川
市
)
の
猫
の
駅
長

｢
ニ
タ
マ
｣
を
執
行
役
員
に

任
命
し
た

客
招
き
の
功

績
を
評
価
し
た
も
の
で

同
社
の
猫
の
役
員
は
２
０

１
０
年
の
先
代
駅
長
｢
た

ま
｣(

年
死
亡
)
以
来

年
ぶ
り

た
ま
は
社
長
代

理
に
ま
で
出
世
し
て
お

り

同
駅
で
行
っ
た
辞
令

交
付
式
で
小
嶋
光
信
社
長

(

)
は
｢
た
ま
は
猫
ブ
ー

ム
を
作
っ
て
く
れ
た

ニ

タ
マ
に
は
地
方
鉄
道
の
楽

し
さ
を
も
っ
と
伝
え
て
ほ

し
い
｣
と
期
待
を
寄
せ
た

ニ
タ
マ
は

年
８
月
、

貴
志
駅
長
に
就
任
。

年

１
月
か
ら
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
駅
長
」
（
部
長
職
）
と

な
っ
て
い
た
。
昇
格
に
伴

い
、
「
ウ
ル
ト
ラ
駅
長
」

と
し
て
沿
線
の
全

駅
長

を
兼
務
す
る
。
待
遇
も
改

善
し
、
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド

を
よ
り
高
級
な
も
の
に
す

る
と
い
う
。

ま
た
、
同
社
は
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
贈
答
用
を

意
識
し
た
和
三
盆
糖
使
用

の
菓
子
「
和
に
ゃ
ん
盆
」

や
、
記
念
品
に
な
る
硬
券

式
の
往
復
切
符
を
初
め
て

売
り
出
し
た
。
小
嶋
社
長

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
訪
日
外
国
人
）
の
利

用
客
が
な
く
な
り
、
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
寸
前
の
経
営
状

況
。
楽
し
く
乗
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
話
題
を
提
供

し
て
い
く
」
と
話
し
た
。

【
新
宮
達
】

日
本
遺
産
巡
っ
て

カ
ー
ド
集
め
よ
う

滋
賀
県
内

カ
所

日
本
遺
産
「
水
の
文
化
」

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

は
、
日
本
遺
産
「
琵
琶
湖

と
そ
の
水
辺
景
観
｜
祈
り

と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」
を

構
成
す
る
う
ち
の

カ
所

で
「
日
本
遺
産
カ
ー
ド
」

を
配
布
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
日
本
遺
産

滋
賀
カ

ー
ド
め
ぐ
り
」
を
実
施
し

て
い
る
。
５
枚
以
上
集
め

る
と
抽
選
で
滋
賀
の
銘
品

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
企

画
に
応
募
で
き
る
。

カ
ー
ド
表
面
は
遺
産
を

象
徴
す
る
文
化
財
の
写
真

で
、
裏
面
に
所
在
地
や
文

化
財
の
概
要
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
比
叡
山
延

暦
寺
や
三
井
寺
、
彦
根
城

跡
、
竹
生
島
な
ど
滋
賀
県

内

市
の

種
類
あ
る
。

３
月
８
日
ま
で
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
す
る
が
、
カ

ー
ド
は
各
１
０
０
０
枚
限

定
で
、
な
く
な
り
次
第
、

配
布
を
終
え
る
。
配
布
場

所
や
時
間
、
カ
ー
ド
の
有

無
の
確
認
な
ど
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
サ
イ
ト
（

）
や
、
同

推
進
協
事
務
局
の
び
わ
こ

ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
０
７
７
・
５
１
１
・
１

５
３
０
）
で
案
内
し
て
い

る
。

【
北
出
昭
】

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂１日

★牡羊座（３・ ～４・ ）ノルマに縛ら
れそう。テレワークでもケジメを大切に。
★牡牛座（４・ ～５・ ）強運に恵まれ
るとき。積極的に行動して運が開けます。
★双子座（５・ ～６・ ）不都合な言質
を取られぬよう注意。口は災いのもとです。
★蟹 座（６・ ～７・ ）買い被られる
とき。大いに盛って運が開けそうです。

★獅子座（７・ ～８・ ）張り切り過ぎ
てトラブルあり。テリトリーに注意して。
★乙女座（８・ ～９・ ）人気や評判が
上がりそう。イメージチェンジが幸運の鍵。
★天秤座（９・ ～ ・ ）家や家族が幸
運の鍵。部屋の掃除をしてお宝発見も。
★蠍 座（ ・ ～ ・ ）幸運な情報あ
り。ネットで配信されるニュースに注目。

★射手座（ ・ ～ ・ ）継続が力とな
るとき。新しいことへの誘惑に注意。
★山羊座（ ・ ～１・ ）自己主張が強
いとき。一歩引くことで味方が現れます。
★水瓶座（１・ ～２・ ）口は災いのも
と。安易な約束からのトラブルに注意して。
★魚 座（２・ ～３・ ）ＳＮＳに幸運
あり。新しい友達を作って可能性拡大も。
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